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 今月の巻頭言 

 

どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

教育センター・青少年育成センター 

所長 西谷 博厚 

 

この４月の人事異動で、教育センター勤務になりました西谷と申

します。全く経験したことのない業務を担当することになり、大きな

不安がありますが、経験豊富で熱意あるスタッフの力を借りながら早く慣れて、皆様から

頼りにされる教育センターになるよう一生懸命努めたいと思います。また、兼ねて青少年

育成センターの所長も拝命しました。こちらのほうは、青少年の健全育成のために、育成

委員さんをはじめ地域の皆様との連携を大切にしていきたいと思っています。どうぞよろ

しくお願いします。 

 

さて、私ごとになりますが、住まいが過疎の進む 50 戸ほどの小さな集落にあり、年々

活気がなくなってきています。昔は戸数も多く、町内会行事にも子供が多く参加し、各年

代がそれぞれの役割を果たし、まさに助け合いの中で生活してきました。ところが、若者

の都会への流出、2 度にわたる大きな震災も契機になり過疎化が進み、子供たちの声もな

く高齢者世帯が大変多くなってきました。何とか生まれ育った地域に再び活気が戻ること

を願っていますが、妙案が浮かびません。しかしながら、少しではありますが明るい兆し

も見られます。この地域で育った若者が、都会の大学などから地元に戻り就職し、実家に

入る人が出始めました。少ないですが大変うれしく思いますし、この人たちの子供を地域

全体で大切に育てていかなければならないと強く感じています。私の子供も地元に帰って

きて、地域の力になってくれればと願っていますが、都会に出て子供のころの価値観が変

わってきているようなので心配なところです。 

 

当センターは、新潟産業大学の敷地内に立地し、中心市街地からは少し離れていますが、

自然に恵まれ落ち着いた環境にあります。今年度も、教育相談班は相談業務の充実、ふれ

あいルームの運営に努め、教育研究班は数多くの研修講座や事業を実施します。直接・間

接的に子供たちの成長を支えるため、頼れる教育センターになるよう努めてまいりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 



- 2 - 

 

  情報指導員  情報教育主事  副所長  指導員 

   草間 宏樹   田村 実  山田 智 小林 淑子 

 
 

■ Ｈ２７年度の教育研究班の紹介 

 

 

 

 

目的は「将来を見据え、たくましく生き抜く子どもを育てるために…」です！ 

 

 教職員のみなさんが時間を割いてセンターの講座に参加さ

れ、熱心に聴講したり意見交換したりしている姿を見ると、

「この様子を子どもたちや保護者の方々に紹介したいなあ」

と思う時があります。ひたむきな研修への取組はやっぱり子

どものため、と思う瞬間です。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 研修を通して、先生方が教育観や指導方法を改善、改革し

ていくことは大事なことです。しかし、目の前の子どもの「姿」

を変えていくことが目的です。ここでいう「姿」とは、単に

「こんなことが分かる」「こんな技能を身に付ける」だけでは

ありません。 

 それは「どんな課題に対しても正対し立ち向かう姿勢」「解決の道筋を具体的に描くことができる力」

など、「学への構えや学び方」にかかわることも含むととらえています。 

 平成２７年度、教育センターでは、このように講座開設の目的を明確にしていきます。 

 

■ 教科書センターに ｅ－ｃａｆē オープン 

 教育センター１Ｆ左奥には「教科書センター」があります。

小学校から高校まで、現在、市内で使用している教科書をはじ

め、これまで使用していた教科書、また各出版社の教科書を常

設しております。 

 教科書センターは、広い範囲でガラス張りですので、軽井川

の豊かな自然を一望できます。そして、飲

み物の自動販売機とテーブルもある、

ゆったりとした空間です。 

 くつろぎながら、一人で、ある

いは複数で教材研究や部会を

してみてはいかがでしょう

か？ 

 教科書の貸し出しも行って

おります。ご利用お待ちしてお

ります。 
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■ Ｈ２７年度研修講座の目的と概要 

 Ｈ２７年度は１６８講座、開催予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目的「将来を見据え、たくましく生き抜く子どもを育てる」ために

…

特別支援教育 P16 人権教育、同和教育 P19 キャリア教育 P20 防災・安全教育 P20 

◇ニュースポーツ、武道指導法 

◇食育授業講座 

 健やかな体の育成 

◇２１世紀型授業の構想（シンキングツール）関西大 黒上晴夫先生 
 
◇師範授業、模擬授業（授業づくりゼミと連動） 

  筑波大学附属小学校 山本良和先生 佐々木昭弘先生 
 
◇授業づくりゼミ 

  思いを具現化する単元構想（終末の姿→ねらい→教材・活動の整合） 

  養護教諭のための授業づくり 
 
◇校内研修おうえんプロジェクト（随時） 
 
◇科学技術教育センター３３講座 

 確かな学力の育成 

 豊かな心の育成 
◇道徳授業づくり２回シリーズ 

  上越教育大学 林 泰成 副学長 
 
◇新たな不登校を生まない学級づくり 

     〃   赤坂真二 准教授 

 

学校教育実践上の努力点 

パンフレットより 

学校 家庭 地域が協働する… 

 「柏崎の教育を語る会」では、教職員

と PTA、地域コーディネーター、各種

育成団体等が一緒になって、子どもを育

てる流れを創ります。 

 

ともに歩む地域の学校づくり 

柏崎の文化を理解し教育観を高める… 

教養文化シリーズ 

 妻入りづくりの景観をもつ北国街道

の椎谷、米山地区や、文学、美術関連施

設を訪れ、現地で語り合います。 

 ゲーム、ネット機器に関して私たち大

人はどんなスタンスでいればよいのか、

互いに学び合います。 

大人のための情報モラル座談会 

子どもが自分の生活を創っていく… ふるさとを愛し未来を担う子を育てる… 

 観光、自然文化、スポーツ、地元産

業、博物館等の各施設の担当者と教職

員が一緒になって考え合い、柏崎刈羽

周辺の魅力や未来への提言を含んだ

「柏崎学」を創ります。 

「柏崎学」づくりワークショップ 

 H27年度に取り組む、中学

生メディア宣言と関連 

 この他に福島大学佐藤佐敏准教授、他、上越教育大

学の先生方からも多数、講師になっていただいていま

す。 

 要請を受け当該校の校内研修力を

高めます。（単元構想、単元のねらい

の設定、指導案、元気のでる協議会等） 

 旅館の女将やタクシーの運転手さん等も参加し、

一緒に楽しみながら考えます。 



- 4 - 

 

■ 柏崎教育情報支援システム/コンテンツサーバ情報 

資料を登録しました 

◆コンテンツサーバ 

登録日 講座名／資料名 

4/3 スクールオフィス新任転入者向け講習（養護教諭、管理者） 
NO4-2_新任転入者向け講習-養護教諭用.pdf（第 6版） 
NO4-1_新任転入者向け講習-管理者用.pdf（第 6版） 
スクールオフィス管理者の主な業務と関連情報.pdf 

4/9 スクールオフィス新任転入者向け講習（学籍担当者） 
NO4-3_新任転入者向け講習-学籍担当者用.pdf（第 5版） 

4/10 スクールオフィス新任転入者向け講習（事務職） 
NO4-4_新任転入者向け講習-事務職用.pdf（第 2版） 

◆柏崎教育情報支援システム 

登録日 講座名／資料名 

4/6 ICT活用や情報教育に関する教員の目標スキルと対応する講習会の一覧 

教員スキル目標_H27.pdf 

 

■ 情報関連講習会のご案内 

5月に実施される講習会 

◆H27.05.08(金) スクールオフィス成績管理指導要録様式 1作成講習 

 スクールオフィスの成績管理サブシステムにより、指導要録様式１（学籍）を作成するための手順、児童

生徒名簿上の情報と指導要録上の情報との関連性などについて学習します。 
 

◆H27.05.12(火) スクールオフィス保健管理講習 

 スクールオフィスの保健管理サブシステムの利用者向け講習です。検診結果の管

理、保健室来室記録の管理について学習します。昨年度から追加された機能はあり

ませんので、既に利用中であれば受講の必要はありません。 
 

◆H27.05.13(水) スクールオフィス管理者講習 

 スクールオフィスの管理者（校長、教頭、事務主幹）向けの講習です。権限設定や教職員名簿など学校

基本情報の管理を中心に、学校におけるスクールオフィスの管理者として、いつ頃どのような作業が必要

なのかを学習します。管理者以外の方が受講していただいても構いませんので、管理者の役割を部分的

に委譲する際の参考にしていただけます。 
 

◆H27.05.15(金),20(水) スクールオフィス時数管理講習（15が小学校、20が中学校向け） 

 スクールオフィスの時数管理サブシステムについて、必要な設定、指導計画の作成・管理、時数集計な

どを学習します。 
 

◆H27.05.21(木) スクールオフィス行事予定管理講習 

 スクールオフィスの学校基本情報における行事や時間に関する設定のポイント（土日等に行事がある場

合に必要な処理、保護者／教職員向け予定表の作り分けなど）、Excel との連携について学習します。学

校行事を管理している教職員が対象の講座です。 
 

◆H27.05.28(木) スクールオフィス名簿管理講習 

 スクールオフィスの学校基本情報における児童生徒名簿、クラスの管理について学習します。名簿の登

録・修正、クラス分け、就学予定者、特別支援学級の児童生徒の登録方法などを扱います。児童生徒名

簿を管理している教職員が対象の講座です。 
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◆H27.05.29(金) 疑問やトラブルに答える フリーQ&A その１ 

 ICT 活用に関すること、パソコンのトラブルや疑問など、自由に相談できる機会を設けました。他の講座

のような事前申し込みは不要ですが、前日までにメールや電話で相談内容をご連絡ください。 

 

■ セキュリティ情報 

新年度を迎えてのチェックポイント 

１．柏崎市教育委員会の情報セキュリティポリシーを確認して下さい 

 個人情報の取扱やセキュリティポリシーの概要をまとめた資料を用意してあります。校内研修などで活用

して下さい。 コンテンツサーバ：「スクールオフィス」→「校務 PC スタートアップテキスト」 
 

２．校務 PCを含む教務室ネットワーク内のパソコンのセキュリティ対策は利用者責任です 

 WindosUpdate、AdobeReader のアップデート、一太郎など許可を得てインストールしたソフトウェアの

アップデートなどは、日頃からセキュリティ情報に注意を払い、自分で行っていただく必要があります。また、

組織として、学校内で周知徹底が必要なことは言うまでもありません。画面右下の通知領域にアップデー

トの情報が表示されたまま放置したりしていませんか。同僚の画面でそのような状態を見つけたら、速やか

にアップデートを実施するよう促してください。 
 

３．誓約書は提出しましたか 

 教職員は全員、毎年４月に「誓約書」を情報セキュリティ責任者に提出しなければなりません。新任・転

入職員だけでなく、全員が対象ですので注意してください。 

コンテンツサーバ：「ポリシー/サポート関連」→「実施手順様式集.doc」 
 

４．Adobe Reader,Flash Player,Javaのアップデートに注意してください 

 Adobe Reaer,Flash Player,Javaのインストールやアップデートの際、あるいはフリーソフトウェアなどを

インストールする際に、よく画面を確認せずに進めると、スクールオフィスなどが正常に利用できなくなる可

能性があります。以下のようなWebページが表示される場合は、必ずチェックを外してから処理を進めてく

ださい。 

 
 

 

 

 

セキュリティホール情報 

 マイクロソフトより、4 月 15 日付で 4 月の定期更新として、Windows などの重要な更新が公開されまし

た。最大深刻度「緊急」が 4 件、「重要」が 7 件です。まだ Update が済んでいないようでしたら、至急

Windows Updateなどを実施していただくようお願いします。 

 

このチェックボックスが既定値で
ON になっています。必ずチェック
を外してから進めてください。 

このチェックボックスが既定値で
ON になっています。必ずチェック
を外してから進めてください。 
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非常口

非常口

教　育

研究室

TEL23-1168

指導員室

吹抜

ｻｰﾊﾞ室

男子

ＷＣ

女子

ＷＣ

多目的研修室

機

材

搬

出

入

口

応接室

青少年育成

ｾﾝﾀｰ事務室

TEL20-7601
上る

非

常

口

談話室

科学事務室

TEL20-0212

風除室

科学準備室

科学実験室

女子

ＷＣ

玄関

男子

ＷＣ

非常口

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ

事務室(代)

TEL23-4591

FAX23-4610

教育相談

TEL22-4115

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

TEL32-3397

情報研修室

２階

１階

教科書ｾﾝﾀｰ
ふれあいﾙｰﾑ
(適応指導教室)

指導準備室

学習室ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ

相談室①

相談室② 給湯室

更衣室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

身障者

警備室

 

兵 
柏崎刈羽地区科学技術教育センターだより 

 

 

 
平成２７年度がスタートしました。理科好きな児童生徒の育成のために、柏崎刈羽地域に勤務される

先生方の理科指導の向上と困り感解消のために、スタッフ一同、一丸となって頑張ります。ご要望の際

には遠慮なくご連絡ください。よろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『科学技術教育センター』は教育センター内にあります 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

新潟産業大学敷地内の小高いところにある教育センター内 1階にあります。車を駐車場に停めたら建

物脇を通り、中央玄関に入って左にお進みください。一番奥の扉を開けていただくとそこが当センター

の事務室です。遠慮なくご利用ください。 

  

駐車場 

約 250台 

駐車可能 

科学のスタッフはここにいます 

科学の研修はここで行います 

備品や教材がいっぱい！！貸出可能です。 
学校にはないけれど「あったらいいなあ。授業で
使いたいな。」というものは、まず、センターにお
問合わせください。希望の品があるかも… 

丸山 恵 

(研究助手) 

阿部 美江 

(研究助手)  
 

庭山 千佳子 

(専任所員) 

 

渥美 猛（柏崎小学校教諭･CST） 

(協力員)※所属校で授業をおこないながら、 

     理セン事業をお手伝いします。 
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ぜひ、研修会へ。電

話・メールなど随時

ご相談ください。   

センターの備品

も貸し出します。 

 

【理科センターってどんなところ？】℡ ２０－０２１２ 

  

       単元の具体的な指導方法を知りたいな。 

       教材研究どうしよう・・・ 

       地域で野外実習ができるのはどこなの？ 

       実験や観察に使える教材を作りたい・・・ 

       教材が足りないんだけど・・・ 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
「科学研究のすすめ」や科学クラブの要請授業に伺います。 

親子活動での利用も承ります。 

（たとえば、星空観察会、おもしろ実験室など） 

  

よりよい授業を作るお手伝いをします 

材料費だけご負担ください。 

理科・科学好きな児童生徒を育てます 

授業に使える教材作り 教材の検討 

地域の地層観察会 

科学の祭典 科学クラブの要請 

科学研究発表会 

科学作品展 

要請授業（野外） ＰＴＡ親子活動 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=X3tqnmh_9pGqCM&tbnid=gYdXkcU8RFxWdM:&ved=0CAUQjRw&url=http://sozai.kingyomon.com/jinbutu/378/&ei=MvhMU_DVM9P68QX3qYCIBQ&bvm=bv.64764171,d.dGc&psig=AFQjCNG04h0huO5bcbk6amQluaQYcjEi8w&ust=1397639568793255
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【研修会のご案内】 

～５月～ 
○小中一般 「春の植物観察会」 

◇日  時 ５月８日（金） １５：００～１６：４５ 

◇場  所 比角小学校（集合：比角小学校駐車場） 

◇講  師 上越教育大学 五百川 裕教授 

◇内  容  学校の周りに育つ草花について児童・生徒に語ることができたらすばらしいと思い

ませんか？学校の周りを散策しながら、植物の名前はもちろんのこと、児童生徒に話

したくなるような植物の生態、生き方、体の仕組みをお伝えいただく予定です。 

 
○ 小中一般 「野鳥観察会」 

◇日  時 ５月１０日（日） ６：３０～９：００ 

◇場  所 夢の森公園 

◇講  師 日本野鳥の会 会員 小林 成光様 

◇内  容  春は、求愛や巣作りで鳥が活発に動き回る時期です。少し早起きをして、鳥たちの 

すばらしいさえずり、生活を感じてみましょう。夢の森公園ではどんな種類の鳥たち 

に出会えるのでしょう。教職員の方だけでなく、児童・生徒、一般の方の参加も大歓 

迎です。 

 

○ 小中 「理科主任研修会」 
◇日  時 ５月１５日（金） １３：３０～１６：４５ 

◇指  導 柏崎市教育委員会 山田 智指導主事 

◇講演講師 燕市立松長小学校 鈴木 華奈子校長 

◇内  容  理科主任として一年間の仕事に見通しをもち、何を児童・生徒のためにすべきかを

考える機会です。後半は、県立教育センター 前指導主事 鈴木華奈子先生から、「理

科での２１世紀型能力を、チームとして育成するには ～模擬授業とディスカッショ

ンを通して～」という演題で、児童・生徒に身に付けさせる力についてご講演いただ

きます。 

 

○ 中２ 「化学変化と物質の質量」 
◇日  時 ５月１９日（火） １５：００～１６：４５ 

◇講  師 東中学校 金井 勇輝教諭  

◇内  容  銅とマグネシウムの酸化実験で思うような結果が出ず、結果から定比例の法則を導

き出すことが難しい経験はありませんか。実験結果を理論値に近づけるための工夫を

いくつかご紹介し、実際に実習します。  

 

○ 小４ 「電気のはたらき」 
◇日  時 ５月２８日（木） １５：００～１６：４５ 

◇内  容  「直列つなぎ」「並列つなぎ」「光電池」を操作しながら、電気による現象を，電気

の働きと関係付けながら調べ，見いだした問題を興味・関心をもって追究したりもの

づくりをしたりする活動を行います。系統的に学んでいく電気の性質や働きについて

の見方や考え方を養います。 
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○小中一般 科学研究応援プロジェクト「海のいきもの観察会」 
◇日  時 ５月３１日（日） ９：００～１２：００ 

◇講  師 市立博物館 佐藤 俊男学芸員 比角小学校 近藤 亜矢子教諭 

◇内  容  番神海岸で磯の生物の観察を行います。貝や海藻などたくさんの

生物を探してみましょう。後半は博物館で海藻標本作りの実習を行

います。科学研究の指導にも役立ちますので先生方の参加も大歓迎です。 

【プラネタリウムで授業を】 

今年度の新たな事業として、昨年度まで小４対象だったプラネタリウムを活用した授業を小６、中

３も対象にして行います。昨年度末に各学校あてにご案内の文書を送付しておりますが、この事業を

希望される学校には博物館の減免申請とスクールバスの手配を当センターが一括して行います。 

内容は各学年の天体の単元で、博物館のプラネタリウムを使用しながら授業を行うというものです。

それぞれの模擬授業の研修会も予定しております。昨年度、多くの小学校からご利用いただき、好評

でした。今年度もより多くの学校のご参加をお待ちしております。 

 

対象学年 単元 実施時期 申し込み締め切り 模擬授業研修会 

小学校４年生 夏の星 ７月中 ４月２８日（火） ６月１１日（木） 

小学校６年生 月の形と太陽 ９月～１０月前半 ６月２２日（月） ８月２０日（木） 

中学校３年生 地球と宇宙 １０月後半～１１月 ７月３１日（金） ９月１５日（火） 

 

【こんな教材はいかが？】 

＜フレミング左手の法則の授業で＞ 

この授業の時、あれこれ手を動かしてい

るうちに手がこんがらがって…なんて経験

はありませんか？慣れるまでの一工夫とし

てこんなグッズはいかがでしょう？ 

材料：使い捨ての薄手のゴム手袋 

   ビニールテープ 

 

参考：日本科学協会科学実験データベースＨＰより 

昨年度の模擬授業の様子 実際の授業の様子 
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❀❀❀❀❀❀ 相談班の職員です。よろしくお願いします ❀❀❀❀❀❀ 

 

小林  東 係長（カウンセラー） 

佐藤 郁代 主査（臨床心理士） 

鈴木 皓子 相談員 

林  由季 相談員 

神林 治男 ふれあいルール指導員 

寺澤 朋法 ふれあいルール指導員 

須藤 直子 ふれあいルーム指導員 

春川  稔 学校訪問相談員 

 

 

 

平成 2７年度 柏崎市立教育センター       教育相談班だより ４月号 

〒945-1355 

柏崎市大字軽井川 4803-2 

TEL 0257（23）4591（代表） 

FAX 0257（23）4610 

E-mail soudan@kenet.ed.jp 

 

 

 

 

 
「春風に箸を掴んで寝る子哉」 一茶  

若葉町の旧教育センターから新潟産業大学キャンパス内の現教育センターへ引っ越してきて

から丸三年が経ちました。入学式・始業式を終え、キャンパス内の満開の桜が見ごろを迎えてい

ます。 

今年度も、ふれあいルーム、カウンセリングルーム、学校訪問、のスタッフ一同が、子どもや

保護者や教職員の依頼に応えようと、心機一転、スタンバイしています。「悩める親子に勇気と

安心を提供したい。学校が子どもたちの希望の場であり続けられるよう、外からサポートした

い。」という思いを共有しています。 

不登校、いじめ問題、特別支援教育、子どものメンタルヘルス、等に関するご相談は、是非、

教育センター教育相談班をご利用ください。 

 

＜職員（退職）のおしらせ＞ 

○退職: 石塚賢子 相談員(非常勤・臨時職員)  

※ お問合せは 23-4591(教育センター代表)、soudan@kenet.ed.jp(教育相談班代表)まで。 

                                 (文責: 教育相談班・小林 東) 

心の窓 No.1８８ 

 

佐藤郁代 林 由季 鈴木皓子 須藤直子 

神林治男 小林 東 寺澤朋法 春川 稔 

https://so1.kenet.ed.jp/~kyouiku/gw_r/mail/mail_write.php?ano=0&mail_mode=0&to=soudan@kenet.ed.jp
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≪ふれあいルーム≫  

１３日（水）ソフィアセンター 

１４日（木）学級担任連絡会 

１５日（金）徒歩遠足（天候を見て） 

１８日（月）～笹とり、ヨモギとり 

２９日（金）八石登山 

     ※雨天の場合は６月３日（水） 

 

 

 

教育相談班 ５月の予定

 

 

≪カウンセリングルーム≫ 

カウンセリングルームでは、市内に住む小中学生とその保護者および教職員の方々を対象に、子ど

もの行動・発達・適応などの心配に関する様々な相談をお受けしています。保護者との初回相談の後、

子どもの状態や保護者の希望により、主に、個別のカウンセリング、心理検査、ソーシャルスキルト

レーニング、学校へのコンサルテーション、専門機関の紹介、などのサポートを行います。 

相談は予約制で、予約用電話:３２－３３９７(直通)、予約受付時間:月曜～金曜日の９時から１７

時まで、となっています。なお、電話に出られない時は留守番電話になっています。｢お名前｣｢ご用件｣

｢電話番号｣を入れてください。こちらから折り返しお電話をいたします。気になることがございまし

たら、まずは一度、カウンセリングルームへご相談ください。 

≪ふれあいルーム≫ 

学校・家庭・カウンセリングルームを主に、連携を取りながら通級生の支援をしていきます。特に、

学級担任連絡会・保護者会・月例報告などを通して、通級生の復帰のタイミングにあった働きかけを

学校・家庭と連携を取りながら行うことで、通級生の学校復帰を目指します。 

 ふれあいルームでは、ふれあい活動の中で、自分の居場所を見付けながら、自分なりにいろいろな

挑戦を続けていけるようにしています。また、さまざまな体験活動や学習支援を通して、通級生に自

信と勇気を取り戻し、学校復帰できるように支援していきます。 

≪学校訪問相談≫ 

 定期訪問は、小・中学校それぞれ１回ずつを予定しています。必要に応じて、要請訪問、同道訪問

も行います。お気軽にお声を掛けてください。 

 また、該当児童生徒の成長と状況の改善につなげていくために、学校や関係機関と連携して支援方

法などを検討する会を実施しています。 

 各学校の実情に応じて、相談員をご活用ください。手続きは不要。連絡をいただくだけで結構です。 

≪いじめ不登校電話相談≫ 

教育センターでは、平成 27 年 3 月に柏崎市教育委員会が策定した「いじめ防止基本方針」に基づき、

いじめや不登校の問題に悩む親子のための相談電話を設置しています。専用電話２２－４１１５
よ い い い こ

に、

匿名で相談できます。受付時間は平日の 9 時から 17 時までです。一人で悩まず、是非ご相談ください。 

 

 

                      

         

 

 

教育相談班は、こんなところです。 

≪カウンセリングルーム≫ 

いろいろ体験グループ（ＳＳＴ） 

１日（金）16:30～17:30 小学校Ａグループ 

８日（金）16:30～17:30 小学校Ｂグループ 

１５日（金）16:30～17:30 小学校Ｃグループ 

２１日（木）18:30～20:00 中学校①グループ 

２２日（金）18:30～20:00 中学校②グループ 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
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育成センター通信 
０８52 

柏崎市青少年育成センター 

〒945-1355柏崎市大字軽井川４８０３番地２ 

℡0257-20-7601 FAX0257-23-4610 

ikusei@city.kashiwazaki.niigata.jp  

 

５ 月 の 予 定 
日 曜 こ  と  が  ら 日 曜 こ  と  が  ら 

7 木 下校育成活動  15 金 夜間育成活動 

 8 金 早朝育成活動 （柏崎駅周辺） 25 月 昼間育成活動 

9 土 高校ＰＴＡ育成活動 29 金 夜間育成活動 

平成２７年度柏崎市青少年育成センターのスタッフ 

  

平成２７年度青少年育成センターは右の４名で運営して 

まいりますのでよろしくお願いいたします。  

（兼）＝ 教育センターと兼務 

 
≪ 若者支援プラン ≫ 

 警察の少年相談窓口に異変が起こっている（下図）。警察に対する相談であるにもかかわらず、非行に関する相

談よりも「しつけ」の相談が多くなってきているのである。警察の窓口が身近になったのかも知れないが、核家

族化、共働き、価値観の多様化などで身近に相談できる相手を持たない保護者が増えているためではないかと推

測される。 

 柏崎市の相談窓口は、主に乳幼児が子育て支援センター、学童 

が教育センターということになるが、教育センターの相談員（臨

床心理士）が子育て支援センターも兼務し、必要に応じて支援を

している。 

 ここで問題となるのが、１５歳以上の若者の相談窓口である。

ネット依存症を心配する高校生の保護者やひきこもりの子どもを

心配する親などの相談窓口が明確になっていないのである。 

 本来なら、名称からして当青少年育成センターが相談窓口とな

るのだが、そうした態勢とはなっていないため、新潟県の窓口や

民間の窓口を紹介している状況である。 

 人口減少時代を迎え、若者にスポットを当てた施策が求められ

ている。次期市総合計画では、若者支援プランに注目が集まるは 

ずである。既存の組織では対応しにくい課題に向き合うための方 

策を探る一年としたい。  

所長（兼）    西谷博厚 

非常勤職員（兼） 片山紀子 

指導員      布施 実 

指導員      遠藤美代志 

 

 

保護者の相談内容 

平成２５年中における補導及び保護

の概要：警察庁生活安全局少年課 
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基 本 方 針 

 柏崎市青少年育成センター設置条例に基づき、家庭・学校・地域が一体となった子ども・若者の健全育成を目

ざし、関係機関・団体等との連携を強化しながら、積極的に推進する。 

 

推 進 事 項 

育 成 活 動 

○青少年育成委員（ 70 人）を委嘱し、街頭育成活動などにより非行の未然防止と早期発見に努め、青少年を

大人の犯罪から守り青少年の健全育成を図る。 

・年間１人７回程度の育成委員による街頭育成活動 

・年間５回、市内小中高のＰＴＡ関係者による街頭育成活動 

・高校生対象の早朝・下校育成活動（４月・９月重点的に 於柏崎駅等） 

・中学校区単位の地区育成活動（育成委員が学校と日程を協議して実施） 

社会環境浄化活動 

○青少年を取り巻く社会環境の実態を把握し、有害環境の浄化活動や有害図書自販機の監視活動に努める。 

  ・7月に社会環境実態調査を実施し、これに基づいた日常的な浄化活動、監視活動の実施 

 ・自動販売機、コンビニ店、書店、こども110番の家、小売店等への巡回と協力要請 

  ・メディアの適切な利用に関する啓発活動と関係団体によるケータイ・スマホ等に関する共同宣言発信を支

援 

啓 発 活 動 

○情報媒体を活用し多様な情報を提供し、市民の青少年健全育成意識の向上を図る。 

 ・教育・育成センター所報「ＧＡＬＩＬＥＩ」に隔月で「育成センター通信」を掲載 

 ・青少年の非行・被害防止全国強調月間（７月）、子ども・若者支援強調月間（11 月）に街頭キャンペーン

を実施 

 ・「中高生と大人の座談会」（8月）を開催 

 ・保護者向け「乳幼児とメディア セミナー」を実施（出前講座） 

・「育成座」による幼児・児童への啓発活動への協力 

・地域コミュニティ協議会に情報提供 

研 修 活 動 

○青少年健全育成関係職員並びに青少年育成委員の資質向上のため研修を実施する。また、積極的に関係機関・

団体主催の研修・講習会に参加する。 

  ・「育成活動研修会」、「視察研修会」の実施 

・「県青少年指導委員等研修会」への参加   

・「青少年健全育成県民大会」への参加 

・「わたしの主張」柏崎・刈羽地区大会（市民プラザ）の運営に協力

平成２７年度青少年育成センター事業概要 
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２６年度末 退任・転出者 

お礼のご挨拶 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お世話になりました。 

教育センター所長(兼)青少年育成センター所長 橋爪 徳仁 

 平成 25年 4月に人事異動で着任してから２年、このたび自己都合により退職することになり

ました。センターでは、日々の業務の中で多くのことを学ばせていただきました。そして、い

ろんな方々に大変お世話になりました。心からお礼申し上げます。 

 最後に、新しい所長のもと、両センターの活動が充実したものになりますようご祈念申し上

げ、退職のあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 

たいへんお世話になりました。 

科学技術教育センター協力員 近藤 亜矢子 

 理科センターの協力員として赴任し、あっという間に３年間が過ぎました。 

今日までお世話になりました全ての方々から、たくさんのことを学ばさせていただきまし

た。充実した毎日を過ごすことができましたことに感謝の気持ちでいっぱいです。 

 理科や生活科の研修会、科学作品展・研究発表会、科学の祭典、要請授業など、たくさん

の行事を一つ一つ無事に終わらせることができたのは、明るい職場の雰囲気と何よりも熱心

に理科教育に向かい意見を出し合うスタッフ、地域の子どもたちのために何ができるのかと

常に考え努めるセンターの人々に囲まれていたからだと思います。 

 春からは比角小学校一日勤務に戻ります。三年間育てていただいたことを生かして、子ど

もたちのために一人の学級担任として邁進します。 

 今後も多くの方々から教育センター事業に足を運んでいただき、各種研修会等を通じて柏

崎の子どもたちの成長のために学校とセンターとが協力していけるといいなあと思ってい

ます。本当にありがとうございました。 

お世話になりました。 

教育相談班 係長・青少年育成センター 主任 池嶋 隆 

 教育センター移転時から３年間、大変お世話になりました。庶務担当として、利用者の皆様

とは電話対応が主でしたが、教育現場の熱意が伝わり、改めて、子どもたちを育てることの大

切さ、大変さを痛感しました。 

 また、育成委員の皆様には、育成活動をとおして子どもたちへの接し方を学ぶ機会を与えて

いただきました。両センターの勤務をとおして経験をさせていただいた事を、今後に生かして

いけるよう、新たな気持ちで職務に取り組もうと思います。 

 多くの皆様に支えていただき、本当にありがとうございました。 
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２７年度 

新任のご挨拶 
科学技術教育センター協力員 

渥美 猛 

 この４月から

協力員としてセ

ンターに勤める

ことになりまし

た。私自身、まだ

まだ未熟なとこ

ろがありますが、

夢の森公園隣と

いう恵まれた環

境にあるこの教

育ターで、たくさ

んの先生方とと

もに研修を積んでまいりたいと思います。 

 午前中は柏崎小学校で学習指導を行い、午後から

教育センターの業務を行っていきます。小中学校の

理科を盛り上げるために邁進していきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

教育相談係 庶務・事務員 

片山 紀子 

 はじめまして。庶

務・事務を担当いた

します。明るく温か

いスタッフに囲ま

れ、充実したスター

トを切ることがで

きました。 

 私事ですが、息子

が４月から小学校

へ入学しました。こ

のタイミングで教

育センターでの勤務が始まり、何かご縁を感じてお

ります。 

 向上心を持って、効率的に職務に励みたいと思っ

ております。人とお話しするのが大好きなので、ぜ

ひお声掛けください。 

 どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます、そして。 

教育相談班 相談員 石塚 賢子 

 教育センターで、１年という短い期間でしたが、相談やいろいろ体験グループ、ふれあい

ルーム、学校、関係機関で多くの出会いがありました。そのなかでは、困難や課題、一括り

にはできない感情と触れ合いました。それぞれのストーリーがあり、感じ方も色々だからこ

そ悩み立ち止まって･･･なんとか進んでいくのだと実感させられる毎日でした。また、私も出

会いによって支えられ、たくさんの経験を得ました。うまくいったことばかりでなく、苦く

感じることもたくさんありましたが、それも教育センターの皆様をはじめ、多くの方々の手

をかりて、今に繋がることができたのだと思います。 

 私は、４月から、また異なる環境で勤務していきます。センターでの経験を更に醸成させ

ながら、新たな場で学び…支援に役に立つ形で還元することに努めていきたいと思います。

大変お世話になり、ありがとうございました。 
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想いをのせてどこまでも 

 

教育研究班 草間 宏樹 

 

平成27年3月14日、北陸新幹線が開業しました。

上越妙高駅から金沢までが最速で 1時間 2分、大阪

までが最速で 3時間 52分と、日本各地がどんどん身

近な存在になりました。しかし一方で、長年運行し

ていた夜行列車・寝台特急などがどんどん姿を消し

ていっています。新潟～大阪間を結んでいた夜行列

車の「急行きたぐに」も、数年前に姿を消した一つ

です。夜出発して寝て起きたら、そこは大阪・・・

という何とも言えないわくわく感がありました。自

由席の向かい合わせのボックスシートも、古いなが

らも独特の雰囲気を持っていました。 

数年前に乗車したときの事です。50代後半くらい

のサラリーマン風の男性と相席になったことがあり

ました。しばらく乗っていると、その方が「どちら

までいかれるのですか」と話しかけてきました。は

じめのうちは、ありきたりの挨拶程度の会話だった

のですが、その方が自分の事をぽつりぽつりと話し

始めました。横浜から敦賀へ単身赴任していること、

横浜に奥さんと娘さんを残してきたこと、時々寂し

さと申し訳ない気持ちでいっぱいになること・・・。

どうやら、いろいろと事情があるようでした。 

そんないろいろな体験のある方に、大したことを

言える訳もなく、頷きながら聞いていることぐらい

しかできなかったのですが、降り際に「聞いてくれ

てありがとう。またお会いできるといいですね。」と

晴れやかな笑顔で言われました。 

知らない者同士だから言えただろう、聞けただろ

うこの出来事も、何の接点もない人間同士が、真夜

中に向かい合って座っていたという夜行列車ならで

はのような気がしました。 

いろいろな人生を乗せて走る夜行列車。新しい技

術のおかげで、だんだんと便利になっていく世の中

ですが、「しみじみとしたあじわい」がだんだんと失

われていくのは、少し寂しい気がしました。

######

日 曜 研修・行事・会議

1 金
所内会議13:00-

相:いろいろ体験グループ小A16:30-

2 土

3 日 憲法記念日

4 月 みどりの日

5 火 こどもの日

6 水 振替休日

7 木

8 金

研:学校支援地域本部事業説明会9:30-

情:SO指導要録様式１　15:30-

相:いろいろ体験グループ小B16:30-

科:春の植物観察会（比角小）15:00-

9 土

10 日 科:野鳥観察会（夢の森公園）6:30-

11 月 相:班会議13:00-

12 火 情:SO保健管理

13 水
研:さわやか学校プロジェクト①

情:SO管理者講習

ふ:ソフィアセンター10:00-

14 木
研:学びすっきりプロジェクト研究主任研修会①14:30-

ふ:学担連絡会15:00-

15 金
ふ:徒歩遠足

相:いろいろ体験グループ小C16:30-

科:理科主任研修会 13:30-　情:SO時数管理（小）

16 土

17 日

18 月

19 火
研:特別支援学級経営の基礎基本①

科:中2「化学変化と物質の質量」

ふ:栽培活動準備10:00-

20 水 情:SO時数管理（中）

21 木
相:いろいろ体験グループ中①18:30-

情:SO行事管理

22 金 相:いろいろ体験グループ中②18:30-

23 土

24 日

25 月 相:班会議13:00-

26 火 研:活用事例から学ぶデジタル教科書（国語）

27 水 研:就学援助事務について

28 木
研:マーチングバンド講座（アルフォーレ大練習室）

研:指導補助員・介助員研修会①16:00-

情:SO名簿管理 科:小4「電気のはたらき」

29 金
ふ:八石登山

情:フリーQ&A

30 土

31 日
科:科学研究おうえんプロジェクトｰ海のいきもの観察会

（番神海岸ほか）9:00-

2015年5月の行事予定

研:教育研究班　科:科学技術教育　相:教育相談班

ふ:ふれあいルーム　情:情報教育研修　育:育成センター

所 員 随 想 
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Ⅰ 平成 27 年度 教育センター運営の基本方針 

１ 基本方針 

 

 

 

２ 運営方針 

⑴ 研修等の内容・方法を工夫改善し、教職員の意識高揚、資質指導力向上を図る 

・ニーズや時代の要請に合った研修、多様化・複雑化してきている教育相談の研修、新学習指導要

領の円滑な実施のための研修等の充実を図り、教職員の指導力・実践力向上に努める。 

・研修の必要性を感じ、意欲的に受講することができるように内容・方法の改善を図る。また、学

校教育研究会等との連携講座は、計画段階から話し合いを進め受講しやすい環境を整える。 

⑵ 教育相談体制の充実を図り、一人一人に応じた総合的な支援を行う 

・不登校や発達障害などで悩む児童生徒や保護者への専門的な個別相談や適応指導を行う。 

・学校訪問による教職員へのコンサルテーションや助言を行うほか、医療や福祉の専門機関との連

携を強め、切れ目のない支援を目指す。 

⑶ 教育の情報化に努める 

・子どもたちの情報活用能力の育成のために、教育ネットワークや電子黒板の活用を進めるなど、

教職員のＩＣＴ活用指導能力の向上に努める。 

・情報セキュリティの確保及び校務の情報化と改善のための支援に努める。 

 

３ 運営の重点 

 ⑴ 教職員研修事業 

・資質・指導力の向上、意識高揚を図る研修 

・観察実験研修、野外研修(地層・植物観察等）、理科指導研修 

・ふるさと柏崎を愛し誇りに思ったり、教育による柏崎の様々な領域の活性化にかかわったりする

研修（ネットワークの構築） 

・柏崎の教育３・３・３運動等と関連付けた家庭教育支援に関する研修 

・特色ある専門講師の招聘、教育研究会等との共催による専門研修 

・次期学習指導要領を視野に入れた研修 

⑵ 教育相談事業 

 ・専門機関や関係機関との連携及びケースワークを強化する。 

 ・不登校の長期化防止のためのふれあいルームの有効活用を強化する。 

 ・発達障害を持つ子どもの保護者に対する親支援プログラムを作成し実施検討する。 

⑶ 情報教育及び教育の情報化に関わる事業 

・情報教育の指導・活用、ＩＣＴ活用に関する相談支援 

・教職員のＰＣ一人一台環境に対応した校務の情報化の講座や支援 

・教育センター事業の理解と協力を図るための情報発信 

⑷ 科学技術教育の振興と啓発に関わる事業 

・科学研究おうえんプロジェクト、自然観察会、科学作品展、科学研究発表会、科学の祭典、研究

活動支援 

⑸ 教科書センター運営 

・教科書展示と閲覧・貸出 

⑹ 広報活動 

・教育情報支援システムの運用、校務支援システム(スクールオフィス)の活用 

・所報「ガリレイ」の発行とネット配信 

子どもたちの生きる力の育成及び学校教育の課題解決のために、教職員研修と教育相談を中核に

据えた事業を親切ていねいに行い、柏崎の教育向上に寄与する。 
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Ⅱ 運営組織 
 

所長 副所長 

教育研究班 

８人 

(副所長含む) 

⑴ 教育の課題解決と教職員の資質指導力向上を図る専門

的・実践的研修 

・学校運営や学習指導（新学習指導要領）に関する研修 

・ＩＣＴ活用指導能力の向上、校務支援システム（スク

ールオフィス）運用の研修 

・いじめ、不登校等の生徒指導に関する研修 

・一人ひとりの教育ニーズへ的確に対応する特別支援に

関する研修 

・野外活動や体験的な活動を重視した研修 

⑵ 教職員の自主研修推進への支援 

⑶ 教育に関する調査及び研究 

⑷ 教材、図書その他教育に関する資料等の収集作成 

・教材教具や資料の収集作成及び提供 

・教科書等の活用への支援 

⑸ 教育の情報化、教育情報支援システムの運用 

⑹ 柏崎刈羽地区科学技術教育センターに関する業務 

・教員個々に対する相談・支援 

・地域の子どもに対する科学技術教育の振興に関する活

動（科学研究おうえんプロジェクト、自然観察会、科

学作品展、科学研究発表会、科学の祭典等） 

・新潟県地区理科教育センターに関する事業 

教育相談班 

９人 

⑴ 庶務 

・予算執行及び決算 

・文書及び広報事務 

・その他庶務全般 

⑵ 心身の発達、不登校やいじめ等に関わる児童生徒、保

護者及び教職員の相談 

⑶ カウンセリングルームの運営 

⑷ 定期及び要請による相談員の学校訪問 

⑸ 学校復帰を目指す適応指導と適応指導教室（ふれあい

ルーム）の運営 

⑹ その他、教育相談及び就学相談の推進に関すること 

 

  



- 19 - 

 

Ⅲ 平成 27 年度 教育センター職務分担表 
 

班名・担当 № 職名 氏名 職務内容 

 1 所長 市 西谷
にしたに

 博
ひろ

厚
あつ

 

所統括、予算編成、庁舎管理、人事任免文書

防火管理者、柏崎刈羽地区科学技術教育ｾﾝﾀ

ｰ所長、柏崎教科書ｾﾝﾀｰ館長、（兼）青少年育

成ｾﾝﾀｰ所長 

教育研究班  

教育相談班  
2 

副所長 

(指導主事) 
市 山田

や ま だ

 智
さとし

 

所長職務代理、教育研究・教育相談班総括、

研修の企画運営指導、若手教職員研修ｻﾎﾟｰﾄ、

（兼）学校教育課副主幹 

教育相談班 

庶 務 
3 事務員 非 片山

かたやま

 紀子
の り こ

 
予算執行・決算、広報事務、教科書ｾﾝﾀｰ業務、 

（兼）青少年育成センター 

教
育
研
究
班 

研 究 ･研 修 

情 報 教 育  

4 情報教育主事 委 田村
た む ら

 実
みのる

 

情報教育研修の企画運営指導、教育情報支援

ｼｽﾃﾑ及びｾﾝﾀｰｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾊﾞの管理、校務支援ｼｽ

ﾃﾑの指導 

5 情報指導員 委 草間
く さ ま

 宏樹
ひ ろ き

 
情報教育研修の運営補助、校務支援ｼｽﾃﾑの管

理及びﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ 

6 指導員 専 小林
こばやし

 淑子
よ し こ

 
研修の運営補助、校務支援ｼｽﾃﾑの指導補助、

機器等貸出 

研 究 ･研 修 

科学技術教育 

7 専任所員 専 庭山
にわやま

 千佳子
ち か こ

 
理科及び生活科等研修の企画運営指導、柏崎

刈羽地区科学技術教育ｾﾝﾀｰの運営 

8 
科学技術教育

ｾﾝﾀｰ協力員 
学 渥美

あ つ み

 猛
たけし

 

理科及び生活科等研修の企画運営指導、柏崎

刈羽地区科学技術教育ｾﾝﾀｰの運営協力、 

（兼）柏崎小学校教諭 

9 研究助手 専 丸山
まるやま

 恵
めぐみ

 
理科及び生活科等研修の補助、柏崎刈羽地区

科学技術教育ｾﾝﾀｰ業務 

10 研究助手 専 阿部
あ べ

 美
よし

江
え

 
理科及び生活科等研修の補助、柏崎刈羽地区

科学技術教育ｾﾝﾀｰ業務 

教
育
相
談
班 

教 育 相 談  

11 
係長 
(カウンセラー) 

市 小林
こばやし

 東
あずま

 

教育相談班総括、面接相談、専門指導、電話

相談、教育相談研修の企画運営指導、 

（兼）子育て支援ｾﾝﾀｰ主任 

12 
主査 

(臨床心理士) 
市 佐藤

さ と う

 郁代
い く よ

 
面接相談、電話相談、専門指導、関係機関と

の連携、(兼)子育て支援ｾﾝﾀｰ主査 

13 相談員 専 林
はやし

 由
ゆ

季
き

 面接相談、電話相談等 

14 相談員 専 鈴木
す ず き

 皓子
ひ ろ こ

 面接相談、電話相談等 

15 相談員 嘱 春川
はるかわ

 稔
みのる

 学校との連携・指導、面接相談、学校訪問 

適応指導教室 

（ふれあいﾙｰﾑ） 

16 指導員 専 神林
かんばやし

 治男
は る お

 
学校との連携・指導、適応指導教室の企画運

営及び適応指導 

17 指導員 専 寺澤
てらさわ

 朋法
とものり

 学校との連携、適応指導 

18 指導員 専 須藤
す ど う

 直子
な お こ

 学校との連携、適応指導 

※市＝正規職員、非＝非常勤職員、委＝委託社員、専＝非常勤専門員、学＝学校教諭、嘱=嘱託職員



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒945-1355 柏崎市大字軽井川４８０３番地２（新潟産業大学キャンパス内） 

※路線バスは、柏崎駅南口から新潟産業大学行きをご利用ください。 

※車でお越しの方は、キャンパス内では徐行をお願いします。 

 

 

教育センター代表ＴＥＬ：０２５７－２３－４５９１ 

代表ＦＡＸ：０２５７－２３－４６１０ 

E-mail：k-center@city.kashiwazaki.niigata.jp 

教育研究班・情報教育ＴＥＬ：０２５７－２３－１１６８ 

E-mail：kec@kenet.ed.jp 

教育研究班（科学技術教育）ＴＥＬ：０２５７－２０－０２１２ 

E-mail：kagaku@kenet.ed.jp 

教育相談班（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾙｰﾑ）ＴＥＬ：０２５７－３２－３３９７ 

E-mail：soudan@kenet.ed.jp 

教育相談班（いじめ不登校電話相談） 

ＴＥＬ：０２５７－２２－４１１５ 

青少年育成センターＴＥＬ：０２５７－２０－７６０１ 

E-mail：ikusei@city.kashiwazaki.niigata.jp 

教育情報支援システム URL：http://kedu.kenet.ed.jp 

 

 

 

柏崎・夢の森公園 

ここです 
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